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衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
社
会
福
祉
士
試
験
の
「
漏
洩
疑
惑
」
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

�
に
つ
い
て

日
本
社
会
事
業
大
学
に
お
い
て
昨
年
十
二
月
十
九
日
か
ら
同
月
二
十
二
日
ま
で
実
施
さ
れ
た
学
内
模
擬
試
験
解
説
講
座
（

以
下
「
解
説
講
座
」
と
い
う
。
）
の
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
、
本
来
公
表
さ
れ
な
い
社
会
福
祉
士
試
験
委
員
（
以
下
「
試
験
委

員
」
と
い
う
。
）
が
担
当
す
る
出
題
分
野
（
以
下
「
担
当
分
野
」
と
い
う
。
）
の
一
部
が
当
該
試
験
委
員
の
氏
名
と
と
も
に

記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
に
つ
い
て
は
、
同
大
学
の
学
長
が
、
同
月
二
十
六
日
に
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
（
昭
和

六
十
二
年
法
律
第
三
十
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
試
験
機
関
で
あ
る
財
団
法
人
社
会

福
祉
振
興
・
試
験
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
試
験
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。
）
の
事
務
所
に
お
い
て
、
試
験
セ
ン
タ
ー
の
理
事
長
及

び
常
務
理
事
一
名
に
対
し
、
関
係
資
料
を
手
交
し
、
口
頭
で
説
明
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
結
果
に
つ
い
て
試
験
セ

ン
タ
ー
の
常
務
理
事
一
名
が
、
本
年
二
月
七
日
に
厚
生
労
働
省
に
対
し
、
電
話
で
報
告
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
般
に
、
試
験
セ
ン
タ
ー
は
、
社
会
福
祉
士
試
験
の
実
施
に
関
し
、
具
体
的
な
不
正
が
疑
わ
れ
る
情
報
を
入
手
し
た
場
合

等
に
は
、
厚
生
労
働
省
に
対
し
、
速
や
か
に
報
告
を
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
試
験
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
担
当
分
野
に
つ
い
て
は
、
公
表
さ
れ
て
い
る
試
験
委
員
の
氏
名
と
一
般
的
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
試

一



験
委
員
の
学
術
的
な
専
門
領
域
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
容
易
に
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本

件
に
つ
い
て
は
、
法
第
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
秘
密
保
持
義
務
に
違
反
し
な
い
も
の
と
判
断
し
た
た
め
、
昨
年
十
二
月

二
十
六
日
の
時
点
で
は
厚
生
労
働
省
へ
の
報
告
を
行
わ
な
か
っ
た
と
承
知
し
て
い
る
。

�
の
（
�
）
に
つ
い
て

一
般
に
、
社
会
福
祉
士
試
験
の
受
験
対
策
と
し
て
、
公
表
さ
れ
て
い
る
試
験
委
員
の
氏
名
と
一
般
的
に
広
く
知
ら
れ
て
い

る
試
験
委
員
の
学
術
的
な
専
門
領
域
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
福
祉
士
試
験
の
受
験
対
策
と
し
て
、
担
当
分

野
に
つ
い
て
推
測
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
が
関
知
す
る
と
こ
ろ
で
は
な

い
。

�
の
（
�
）
か
ら
（
�
）
ま
で
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
Ｄ
教
授
」
に
対
し
て
は
、
試
験
セ
ン
タ
ー
の
理
事
長
が
本
年
三
月
十
六
日
に
試
験
セ
ン
タ
ー
の
事
務
所
に
お

い
て
事
情
聴
取
を
行
っ
て
お
り
、
厚
生
労
働
省
は
、
同
月
二
十
六
日
に
当
該
事
情
聴
取
の
結
果
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
、
社

会
福
祉
士
試
験
を
担
当
す
る
部
局
の
職
員
（
以
下
「
担
当
職
員
」
と
い
う
。
）
各
一
名
が
、
同
年
四
月
五
日
及
び
同
月
十
四

日
に
日
本
社
会
事
業
大
学
に
お
い
て
、
さ
ら
に
、
同
年
六
月
七
日
に
電
話
で
、
そ
れ
ぞ
れ
事
情
聴
取
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

二



る
。こ

れ
ら
の
事
情
聴
取
に
お
い
て
、
担
当
分
野
に
つ
い
て
は
、
試
験
委
員
の
氏
名
等
の
公
表
さ
れ
た
情
報
及
び
一
般
的
に
明

ら
か
な
試
験
委
員
の
学
術
的
な
専
門
領
域
に
基
づ
き
推
測
し
た
も
の
と
の
回
答
を
得
て
お
り
、
第
十
五
回
社
会
福
祉
士
試
験

及
び
第
十
六
回
社
会
福
祉
士
試
験
を
除
き
、
当
該
回
答
が
虚
偽
の
も
の
で
あ
る
と
証
す
る
に
足
る
事
実
は
把
握
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
御
指
摘
の
「
Ｄ
教
授
」
が
試
験
委
員
を
務
め
て
い
た
第
十
五
回
社
会
福
祉
士
試
験
及
び
第
十
六
回
社
会
福
祉
士
試

験
に
お
い
て
、
心
理
学
を
担
当
す
る
試
験
委
員
が
自
分
を
含
め
た
三
人
で
あ
っ
た
と
記
載
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
確
か

に
「
推
測
」
と
い
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
担
当
分
野
に
つ
い
て
は
、
公
表
さ
れ
て
い
る
試
験

委
員
の
氏
名
と
一
般
的
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
試
験
委
員
の
学
術
的
な
専
門
領
域
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
容
易

に
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
解
説
講
座
の
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
、
第
十
五
回
社
会
福
祉
士

試
験
及
び
第
十
六
回
社
会
福
祉
士
試
験
の
担
当
分
野
の
一
部
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
法
第
十
六
条
第
一
項

に
規
定
す
る
秘
密
保
持
義
務
に
違
反
す
る
も
の
と
断
定
す
る
こ
と
ま
で
は
で
き
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
事
情
聴
取
の
う
ち
、
本
年
四
月
五
日
に
行
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
日
本
社
会
事
業
大
学
の
入
学
式
の
終
了
後
、

三



同
大
学
構
内
の
管
理
棟
付
近
に
お
い
て
、
担
当
職
員
一
名
が
口
頭
で
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
同
月
十
四
日
に
行
っ
た
も
の
に

つ
い
て
は
、
同
大
学
構
内
の
御
指
摘
の
「
Ｄ
教
授
」
の
研
究
室
に
お
い
て
、
別
の
担
当
職
員
一
名
が
口
頭
で
行
っ
た
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、
お
尋
ね
の
事
情
聴
取
の
場
に
、
御
指
摘
の
「
Ｄ
教
授
」
以
外
に
日
本
社
会
事
業
大
学
の
関
係
者
は
立
ち
会
っ

て
い
な
い
。

お
尋
ね
の
発
言
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
職
員
に
確
認
を
し
た
と
こ
ろ
、
御
指
摘
の
よ
う
な
発
言
を
し
た
か
否
か
に
つ
い

て
は
定
か
で
な
い
と
の
回
答
を
得
て
い
る
が
、
御
指
摘
の
職
員
が
御
指
摘
の
「
Ｄ
教
授
」
に
対
し
て
行
っ
た
事
情
聴
取
は
、

本
年
四
月
五
日
の
も
の
で
あ
る
。

�
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
試
験
セ
ン
タ
ー
の
理
事
長
が
本
年
三
月
二
十
九
日
に
御
指
摘
の
「
Ｃ
教
授
」
に
対
し
、
第
十
九

え
い

回
社
会
福
祉
士
試
験
の
問
題
を
漏
洩
し
た
事
実
が
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
事
情
聴
取
を
行
い
、
漏
洩
の
事
実
は
な
い
と
の
回

答
を
得
た
と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。

ま
た
、
同
日
時
点
に
お
い
て
は
、
第
十
九
回
社
会
福
祉
士
試
験
の
問
題
が
漏
洩
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
等
が
指
摘

さ
れ
た
具
体
的
な
情
報
の
中
で
は
、
御
指
摘
の
「
Ｃ
教
授
」
及
び
「
Ｄ
教
授
」
に
つ
い
て
の
み
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
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か
ら
、
厚
生
労
働
省
又
は
試
験
セ
ン
タ
ー
が
、
両
者
に
対
す
る
事
情
聴
取
の
み
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
そ
の
後
、
新
た
な
情
報
に
接
す
る
中
で
、
御
指
摘
の
「
Ａ
教
授
」
及
び
「
Ｂ
教
授
」
に
つ
い
て
も
指
摘
が
な
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
試
験
セ
ン
タ
ー
に
対
し
、
御
指
摘
の
「
Ａ
教
授
」
及
び
「
Ｂ
教
授
」
へ
の
事
情
聴

取
を
行
う
よ
う
指
示
し
、
試
験
セ
ン
タ
ー
の
理
事
長
が
本
年
七
月
十
日
に
御
指
摘
の
「
Ａ
教
授
」
及
び
「
Ｂ
教
授
」
に
対
し
、

第
十
九
回
社
会
福
祉
士
試
験
の
問
題
を
漏
洩
し
た
事
実
が
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
事
情
聴
取
を
行
い
、
漏
洩
の
事
実
は
な
い

と
の
回
答
を
得
た
と
の
報
告
を
試
験
セ
ン
タ
ー
か
ら
受
け
て
い
る
。

�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
学
生
の
証
言
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
担
当
職
員
一
名
が
本
年
六
月
七
日
に
御
指
摘
の
「
Ｄ
教
授
」
に
対
し
て
電

話
で
事
情
聴
取
を
行
い
、
御
指
摘
の
学
生
の
証
言
の
よ
う
な
発
言
を
し
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
記
憶
が
定
か
で
な
い
が
、
試

験
問
題
の
作
成
過
程
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
「
Ａ
教
授
」
、
「
Ｂ
教
授
」
及
び
「
Ｃ
教
授
」
か
ら
情
報
提
供
を
受
け
た
こ

と
は
な
い
と
の
回
答
を
得
て
い
る
。
ま
た
、
試
験
セ
ン
タ
ー
の
理
事
長
が
、
同
年
七
月
十
日
に
、
御
指
摘
の
「
Ａ
教
授
」
に

対
し
て
は
電
話
で
、
御
指
摘
の
「
Ｂ
教
授
」
及
び
「
Ｃ
教
授
」
に
対
し
て
は
試
験
セ
ン
タ
ー
の
事
務
所
に
お
い
て
口
頭
で
、

そ
れ
ぞ
れ
事
情
聴
取
を
行
い
、
試
験
問
題
の
作
成
過
程
に
つ
い
て
、
試
験
委
員
以
外
の
者
へ
情
報
提
供
を
し
た
こ
と
は
な
い

五



と
の
回
答
を
得
た
と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
事
情
聴
取
は
適
切
に
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
回
答
が
虚
偽
の
も

の
で
あ
る
と
証
す
る
に
足
る
事
実
は
把
握
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
現
時
点
に
お
い
て
、
御
指
摘
の
「
Ａ
教
授
」
、
「
Ｂ
教

授
」
、
「
Ｃ
教
授
」
及
び
「
Ｄ
教
授
」
並
び
に
日
本
社
会
事
業
大
学
の
学
生
に
対
し
、
更
な
る
事
情
聴
取
を
行
う
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。

�
に
つ
い
て

極
め
て
類
似
し
て
い
る
と
の
御
指
摘
の
あ
っ
た
二
問
が
何
を
指
す
の
か
定
か
で
な
い
が
、
試
験
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、
第
十

九
回
社
会
福
祉
士
試
験
の
心
理
学
の
問
題
と
解
説
講
座
の
心
理
学
の
問
題
と
の
比
較
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
解
説
講
座
の
内
容

は
国
家
試
験
の
出
題
基
準
の
範
囲
内
の
も
の
と
し
て
公
表
さ
れ
て
い
る
内
容
で
あ
る
こ
と
、
主
要
な
社
会
福
祉
士
の
養
成
の

た
め
の
テ
キ
ス
ト
に
も
一
般
に
記
述
さ
れ
て
い
る
内
容
で
あ
る
こ
と
、
過
去
の
国
家
試
験
に
お
い
て
も
出
題
さ
れ
て
い
る
内

容
で
あ
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
漏
洩
は
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
旨
の
報
告
を
受
け
て
お
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
、
厚
生

労
働
省
と
し
て
も
、
漏
洩
は
な
か
っ
た
も
の
と
判
断
し
て
い
る
。

�
に
つ
い
て
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試
験
委
員
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
に
基
づ
く
指
定
試
験
機
関
及
び
指
定
登
録
機
関
に
関
す
る
省

令
（
昭
和
六
十
二
年
厚
生
省
令
第
五
十
一
号
）
第
七
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
規
定
す
る
要
件
を
満
た
す
者
の
中
か
ら
、
そ

の
者
の
専
門
分
野
に
お
け
る
研
究
実
績
等
を
考
慮
し
、
適
切
に
選
任
し
て
お
り
、
試
験
委
員
の
選
任
に
当
た
っ
て
は
、
必
要

に
応
じ
て
、
そ
の
者
の
研
究
業
績
等
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
者
が
所
属
し
て
い
る
大
学
、
出
身
大
学
、
出

身
大
学
に
お
け
る
指
導
教
授
等
に
つ
い
て
は
、
考
慮
に
入
れ
て
い
な
い
。

�
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
御
指
摘
の
「
Ｄ
教
授
」
に
つ
い
て
は
、
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
、
既
に
介
護
福
祉
士
試
験
委
員

を
辞
任
し
た
と
の
報
告
を
試
験
セ
ン
タ
ー
か
ら
受
け
て
い
る
。

�
及
び
��
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
こ
の
答
弁
書
で
こ
れ
ま
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
第
十
九
回
社
会
福
祉
士
試
験
の
問
題
が
漏
洩
し

て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
等
の
情
報
の
中
で
具
体
的
な
指
摘
が
な
さ
れ
た
関
係
者
全
員
に
対
す
る
事
情
聴
取
を
行
い
、
漏

洩
の
事
実
は
な
い
と
の
回
答
を
得
て
い
る
こ
と
か
ら
、
更
な
る
具
体
的
な
指
摘
が
な
い
限
り
、
現
時
点
に
お
い
て
、
お
尋
ね

の
よ
う
な
調
査
等
を
行
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
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